
 

 

 

  

 

 

 

 

 

     

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和６年３月8日発行  

横浜市教育委員会事務局 教職員育成課 

 

教職員養成・育成だより 第７４号 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★「教職員養成・育成だより」はＹＣＡＮ教職員育成課ページから、ＰＤＦ版をダウンロードできます。各校におかれましては、教職員の皆さんへの配付や校内での掲示等、情報共有への御協力をお願いいたします。 

 

「中堅教員研修 第５回集合研修」（1 月１８日、１９日、２５日、２６日） 

令和５年度「中堅教員研修」の最終回となる第５回集合研修を開催

しました。４日間でおよそ６００名が受講し、年間を通して校内で実践し

てきたアクションプランの取組と成果をグループで発表し合いました。ま

た、１年間の学びを基に、これからのキャリアについて考えました。 

「よこはま教師塾アイ・カレッジ」  

９月から３月までの間に１０回の講座（ベーシック３回、スタンダード７回）を行い、いよいよ３月の

最終回を残すのみとなりました。 

２月１７日の講座ではこれまでの授業づくり講座の集大成として模擬授

業を行いました。「主体的・対話的で深い学び」や、「指導と評価の一体

化」に加え、ICT 活用についても視野に入れながら意見交換をしていまし

た。教師体験プログラムの経験を生かし、学校現場や子どもの姿を想定

しながら模擬授業を行うことができました。 

 

「ICT コーディネーター養成研修」  

1月26日・2月1日に開催した第7回の研修をもって、今年度の ICTコーディネーター養成研

修がすべて終了しました。最終回では受講者同士で実践について報告し合い、マネジメントの在り

方や次年度の展望について、講師の放送大学教授 中川一史先生の話を踏まえて捉える機会にな

りました。 一年間の研修に御協力いただきありがとうございました。本研修は来年度も開催予定で

すので、各校１名の受講者の御推薦をよろしくお願いいたします。 

「横浜型初任者研修（１年目・２年目・３年目研修）」 ～１年間の研修を終えました～ 

それぞれの研修の最終回は、１年間の研修の成果と課題を明らかにした上で、今後の目標とする

姿や具体的に何をしていくべきかについて、グループ協議を通して考え、宣言し合いました。３年目

研修では、アクションプランについて振り返り、学校運営への参画の意識を高めた上で、キャリアデ

ザインを描きました。主体的に学び続ける自分の姿を想像し、見通しをもちました。 

 

 

「横浜市教育センター研究発表会の報告」 

（１）「海外研修派遣報告会～海外の学校から日本の学校を考えるⅡ～」 ２月９日（金） 

今年度、海外研修派遣に参加した３名の派遣者が、現地の学校で学んだことや、自校

で取り組んだことの実践報告を行いました。また、帝京大学教職大学院の町支大祐氏に

ご登壇いただき、３名の派遣者とともに、異文化理解と多文化共生をテーマに対談を行

いました。本報告会はオンラインで実施し、およそ 70名が参加しました。 

（２）「大学等研修一般派遣・横浜国立大学教職大学院派遣 成果報告会」 ２月２７日（火） 

大学等研修一般派遣 2 名、横浜国立大学教職大学院派遣７名の計９名の派遣者が、１年間

の研究成果の報告をポスターセッションで行いました。当日は５０名ほどの横浜市の教職員に加

え、大学関係者にもお越しいただきました。３年ぶりの集合開催ということもあり、それぞれの報

告者のもとで熱心な討議がされていました。 

（3）「人材育成指標活用校 成果報告会」 ２月２９日（木） 

人材育成指標活用校６校（小学校４校・中学校１校・特別支援学校１校）が、１年間の実践と

その成果を報告しました。本報告会はオンラインで実施し、およそ 60名が参加しました。 

※当日の様子を収録した e ラーニング動画を公開しております。研修コード【23iku0229-e】 

≪受講者の振り返りアンケートより≫ 

〇３年目研修を終えてみて、自分自身が成長したことやできるようになったことを振り返ることができまし

た。今後のキャリアを考える上で、自分に必要な研修を選択し、自ら学ぼうとする姿勢が大切だと感じ

ました。また後輩へのサポートや、任される仕事の幅も増えていくので、尊敬できる先輩方の背中を追

いながら、これまでの経験や自分の強みを生かしていこうと思います。（３年目研修） 

〇評価のための評価にならないようにしていきたい。常に子どもと接する中で、成長する姿が見られる。ま

た、私自身うまく指導できないこともある。しかし、諦めずに向き合い、子どもが成長できるように指導

し、その上で評価をしていきたい。（２年目研修） 

 

受講者の声：どの実践も一人で進めることもできるが、学校や教職員の理解を得ながら進めることにより、
成果に大きな差が生じると感じた。教職員同士のつながりを作ることの大切さを学んだ。 

≪受講者の振り返りアンケートより≫ 

○自分の実践に対してグループの皆さんからフィードバックをいただき、実践したことの価値や自分には

なかった視点に気付くことができました。これから中堅教員として実践していきたいことが増えました。 

○立ち止まってキャリアデザインを考える機会をもてたことがよかったです。これからの自分のキャリアに

ついてロードマップを俯瞰して描くことで、自分がしたいことや必要としていることが見えてきました。 

 


